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1. 本WGの位置付け

2. 日ASEANでのデータ連携のアプローチ

3. GHG排出量/SC構造可視化ユースケース

4. ユースケース実現に向けた前提条件・課題、

打ち手の議論
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本WGの
検討
事項

How：
どうやって、上記ユースケースの
検討を進めるべきか

What：
まずはどのようなユースケース
から着手すべきか

Why：
なぜ日ASEANでデータ連携が
重要なのか
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日ASEANでのデータ連携のアプローチ（サマリ）

基本的な考え方

• 日本国内では、これまでのU/C積み上げを踏まえて国内発データ連携基盤検討の動き。
対ASEANにおいても、U/C起点でのデータ連携ニーズ・課題を抽出することが肝要

• 企業巻き込みのために、インセンティブとして初期に協調的なユースケースを作りつつ、
段階的に拡大していることを目指す

• ASEANを早期に巻き込むQuick winと、日本ならでは付加価値を提供するlong shotの
両輪でU/Cを生み出すことが重要

日ASEANで取り組むべき協調的なユースケース

• Quick winとしては、大義の立つGHG/SC構造可視化に資するユースケースを優先検討
– 欧Catena-Xも大義の立ちやすいGHG排出量可視化U/Cを先行検討
– ASEAN企業も欧州等への輸出を鑑みると、喫緊の課題

• long shotとしては、デジタルを活用したものづくりプロセス高度化が１案
– 欧州主導のIndustrie4.0のトップダウンアプローチでグローバルに展開
– 日本は現場の熟練者・生産技術者の培ったノウハウ展開を訴求
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（参考）Quick win / long shotのユースケース

テーマ ユースケース例

サステナブル
SC

GHG/

規制対応

• Tier1-2より更に上流のサプライヤ含め、Scope3を含めたカーボン排出量の可視化及び削減

• Tier1-2より更に上流のサプライヤ含め、E2Eでの規制対応状況のトレーサビリティを可視化

SCの強靭化 SC構造/

リスク予兆/

途絶対応

• Tier1-2より更に上流のサプライヤ含め、SC構造・サプライヤツリーを可視化。SCにおけるボトルネッ
ク把握と、リスク発生時の影響範囲の把握、代替選定を行う

• 域内サプライヤDBを構築し、設計・製造・品質におけるプロセス・規格の標準化及び、代替調達・
生産先の探索・確保を実現

SCの効率化 SC計画/

業務の
最適化

• 複数チャネル・代理店などの販売データ、委託先の生産データ、サプライヤからの調達データを、
E2Eで連携し、VC横断的にリードタイムや在庫を最適化

• リアルタイムの販売・需要データを起点に、需要に沿った少量多品種生産・マスカスタマイゼーション
を実現

エンジニア
リング
チェーンの
連携

設計・R&Dの
最適化

• デジタルツイン上で、OEM・メーカーが、自社系列外含むTier1-2サプライヤと共同で設計・開発を
実施し、高速・効率的な設計を実現

• 設計開発時に、必要な部品・原料を提供するサプライヤや、SW・HW機構設計が行える
デザインハウスなどを検索・マッチング

工場・ライン
最適化

• 工場・ラインデータに基づき、ライン設計や運用の最適化及び、故障の事前予知・メンテナンス

サービス
高度化・
新価値

物流サービス
高度化

• 顧客オーダーや需要予測に基づき、ラストマイル配送まで連携しつつ、予測配達を実施

マーケティング
高度化

• 顧客データに基づき、マーケティング高度化・設計支援

サ
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⚫ 日ASEANで大義が立ちやすいトレーサビリティ系のユースケース（GHG可視化及び
SC構造化）を優先検討することを確認

①トレーサビリティ系
ユースケース拡大

②デジタルを
活用した

ものづくりプロセス
高度化
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(参考)委員等からのプレゼンの要点②-
デンソー 姫野委員

⚫ 現地国の生産性向上に寄与するエコシステム形成の重要性を、タイでのLASIの事例を
もとにご説明頂いた

②デジタルを活用した
ものづくりプロセス
高度化

Source：第2回サプライチェーンデータ共有・連携WG 姫野委員説明資料
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(参考)委員等からのプレゼンの要点③-
DMG森精機 ブルーメンシュテンゲル委員

⚫ 欧Catena-Xにおいては、SCリスク管理・レジリエンス向上に向けて、全OEM共通の需
要と生産能力管理や、サプライヤーマッチングのU/C検討が進んでいることを紹介頂いた

②デジタルを活用した
ものづくりプロセス
高度化

Source：第2回サプライチェーンデータ共有・連携WG ブルーメンシュテンゲル委員説明資料を事務局にて整理

MaaS(Manufacturing as a Service)DCM(Demand and Capacity Management)

付加価値 • 調達のボトルネックが発生した場合、調達元を分散してダウンタイムを回避
• 既存のマッチングプラットフォームを活用することで、一気に大きなサプライ
ヤー数をネットワークに接続

• 生産管理と計画アプリケーションで生産能力やキャパシティのデータも共有
可能となる

• Catena-Xと生産管理の計画データとの連携で、自動車業界の需要とサ
プライヤーの供給キャパシティのアラインメインとが可能になる

• メーカーとサプライヤーのコミュニケーション負荷を低減する
• メーカーは、SCに関する情報をより早く効率的に受け取り、より適切に対応
できるようになる

• DMG MORI ISTOS, TRUMPF, Fraunhofer, Volkswagen, mipart, 

Up2Parts, Siemens

• DMG MORI ISTOS, TRUMPF, 全てのOEM, Catena-X会員半分以上参加企業

• Catena-xは既存のSCでのデータ共有が考えられていないため、SCレジリエ
ンス強化に限界がある

• SCの問題や混乱で自動車メーカーでサプライヤー管理の手間とコストが増
えている

• VWでは調達のリスク管理に1,000人の従業員が必要となっている

課題

• MaaSは新たなサプライヤーをCatena-Xで探せるようになる
• MaaSは自動車メーカー向けのスマート市場(自動マッチング機能)である
• 既存のマッチングプラットフォームベンチャーのmipartやSiemensのAM-

Networdなどをリファレンスアーキテクチャで接続することで実現

• Catena-X上で、全OEM共通の「需要と生産能力管理」システムを開発
• Catena-Xを生産管理と計画アプリケーション及びERPシステムへのインター
フェースと連携させる

解決案
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(参考)ゲストプレゼンの要点 -Green x Digital コンソーシアム （1/3）

⚫ 多くの企業が参画しているCO2排出可視化実証の取り組みを紹介いただいた。
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(参考)ゲストプレゼンの要点 -Green x Digital コンソーシアム （2/3）
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(参考)ゲストプレゼンの要点 -Green x Digital コンソーシアム （3/3）
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(参考)ゲストプレゼンの要点 - Resilire 津田様（1/2）

⚫ データの開示側、依頼側、双方の課題をご指摘頂いた
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(参考)ゲストプレゼンの要点 - Resilire 津田様（2/2）

⚫ 国、官民連携での取り組みの必要性をご指摘頂いた
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(参考)デジタルSCアーキテクチャー
第5回デジタル時代のグローバル
サプライチェーン高度化研究会資料一部修正
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⚫ 本WGにてボトムアップで検討してきた打ち手は、研究会のトップダウンの方向性と合致
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ユースケース創出に向けたアクションの整理（叩き台）

ユース
ケース

GHG

体制/
エコシステム形成

技術的なインフラ

トラスト

SC
ルール

SC構造

ビジネス
ルール

打ち手のカタマリ

• 「公」の役割を担う組織の機能を検討

• パイロットユースケースを推進するサービスプロ
バイダーを集め、ユースケース横串で必要となる
技術要素を具体検討

• 既存/検討中の枠組みを土台にしつつ
ASEAN向けのブラッシュアップ

（各論）
サプライヤーに情報提供の
ベネフィットを感じてもらえる
仕組みづくり 等

論点②：打ち手のカタマリに対して、
どのような方向性を目指すべきか

実現に向けた
前提条件・
課題の棚卸

考え得る
打ち手の幅出し

取り組み意義・
ファーストステップ

•SCルール形成支援
＋

側面支援

（各論）
日本国内ルール・ガイドライン
の国際展開

（各論）
•SC強靭化へのコミット
•SC強靭性を評価する仕組
みづくり等

官/公の役割（叩き台）

•取り組み推進に向けたマーケティング
– ユースケース、インフラ、ルールの訴求

•オンボーディング（特に中小企業）
– 人材育成、スターターキットの提供等

•日本国内の動きを踏まえつつ、
ASEANも巻き込んだ「公」で検証、
ブラッシュアップ
– 日ASEANでデータドリブンでの事業創出に意欲
的なプレイヤーの特定

– ユースケース実現に当たっては、「横串化」による
データ共有の枠組みの検証への参加を呼びかけ

（各論）
ASEANの実情に合わせた
GHG算出方法の
ブラッシュアップ 等

打ち手の方向性（叩き台）

• 日ASEANでのデー
タ共有方法・項目
等の検討

• 上記を実現する
「公」の組織の立
ち上げ

• 信頼性を担保する
契約/ルールの検
討

• 意欲的なサービス
プロバイダーを
中心とした
パイロット
ユースケース組成

•国家間の優先事項
としての共通認識化

•政策的なインセン
ティブ/

ペナルティ付与
•ビジネスモデル/ベネ
フィットの明確化

• 日ASEAN or グ
ローバルでのSC関
連ルール形成

場
を
作
っ
て
検
討

具
体
の
ア
ク
シ
ョン
の
特
定

論点①：打ち手を組み合わせて、
どのような世界観を目指し、どの打ち手

のカタマリから進めていくべきか

論点③：方向性を踏まえて、誰がどのよう
なアクションに取り組むべきか


